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(57)【要約】
【課題】端末から基地局へ周期的に報告される受信品質
情報に応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通
信システムにおいて、エラー率の増大を招くことなく、
セル間の干渉を考慮してセル端近くに位置する端末の上
り送信電力を下げさせる方法。
【解決手段】この方法は、第一の基地局が、干渉する端
末についての端末識別情報と干渉レベルとを検出して、
隣接する全ての基地局装置に対し干渉情報を送信するス
テップと、該端末を配下に置く第二の基地局が、該干渉
情報を受信し、該端末に対し、制御情報を送信するステ
ップと、該端末が、該制御情報を受信し、該干渉レベル
に応じて、送信電力を減少させるとともに受信品質情報
を品質低下の方向に調整するステップと、を含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおける上り送信電力制御方
法であって、
　第一の基地局装置が、該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装
置についての端末識別情報と干渉レベルとを検出するステップと、
　該第一の基地局装置が、隣接する全ての基地局装置に対し、該端末識別情報と該干渉レ
ベルとを干渉情報として送信するステップと、
　第二の基地局装置が、該干渉情報を受信し、該端末識別情報に基づいて該通信端末装置
が該第二の基地局装置の配下にあることを認識するステップと、
　該第二の基地局装置が、該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベ
ルとを示す制御情報を送信するステップと、
　該通信端末装置が、該制御情報を受信するステップと、
　該通信端末装置が、該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させ
るとともに受信品質情報を品質低下の方向に調整するステップと、
　を具備する上り送信電力制御方法。
【請求項２】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおける上り送信電力制御方
法であって、
　第一の基地局装置が、該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装
置についての端末識別情報と干渉レベルとを検出するステップと、
　該第一の基地局装置が、該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベ
ルとを示す制御情報を送信するステップと、
　該通信端末装置が、該制御情報を受信するステップと、
　該通信端末装置が、該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させ
るとともに受信品質情報を品質低下の方向に調整するステップと、
　該第一の基地局装置が、隣接する全ての基地局装置に対し、該制御情報を該通信端末装
置に送信した旨の変更情報を送信するステップと、
　を具備する上り送信電力制御方法。
【請求項３】
　該第一の基地局装置が、該第一の基地局装置に対し該通信端末装置が所定の基準以上に
再度干渉してきたことを検出するステップと、
　該第一の基地局装置が、該再度の干渉の検出に応じて、該第一の基地局装置の配下に該
通信端末装置を置くステップと、
　を更に具備する、請求項１に記載の上り送信電力制御方法。
【請求項４】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムであって、第一の基地局装置
が、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別
情報と干渉レベルとを検出する手段と、
　隣接する全ての基地局装置に対し、該端末識別情報と該干渉レベルとを干渉情報として
送信する手段と、
　を具備し、第二の基地局装置が、
　該干渉情報を受信し、該端末識別情報に基づいて該通信端末装置が該第二の基地局装置
の配下にあることを認識する手段と、
　該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送
信する手段と、
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　を具備し、該通信端末装置が、
　該制御情報を受信する手段と、
　該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともに受信品質
情報を品質低下の方向に調整する手段と、
　を具備する移動通信システム。
【請求項５】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムであって、第一の基地局装置
が、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別
情報と干渉レベルとを検出する手段と、
　該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送
信する手段と、
　を具備し、該通信端末装置が、
　該制御情報を受信する手段と、
　該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともに受信品質
情報を品質低下の方向に調整する手段と、
　を具備し、該第一の基地局装置が、更に、
　隣接する全ての基地局装置に対し、該制御情報を該通信端末装置に送信した旨の変更情
報を送信する手段、
　を具備する移動通信システム。
【請求項６】
　該第一の基地局装置が、更に、
　該第一の基地局装置に対し該通信端末装置が所定の基準以上に再度干渉してきたことを
検出する手段と、
　該再度の干渉の検出に応じて、該第一の基地局装置の配下に該通信端末装置を置く手段
と、
　を具備する、請求項４に記載の移動通信システム。
【請求項７】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおける基地局装置であって
、第一の基地局装置として、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別
情報と干渉レベルとを検出する手段と、
　隣接する全ての基地局装置に対し、該端末識別情報と該干渉レベルとを干渉情報として
送信する手段と、
　を具備し、第二の基地局装置として、
　該干渉情報を受信し、該端末識別情報に基づいて該通信端末装置が該第二の基地局装置
の配下にあることを認識する手段と、
　該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送
信する手段と、
　を具備する基地局装置。
【請求項８】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおける基地局装置であって
、
　該基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別情報と
干渉レベルとを検出する手段と、
　該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送
信する手段と、
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　隣接する全ての基地局装置に対し、該制御情報を該通信端末装置に送信した旨の変更情
報を送信する手段と、
　を具備する基地局装置。
【請求項９】
　該基地局装置に対し該通信端末装置が所定の基準以上に再度干渉してきたことを検出す
る手段と、
　該再度の干渉の検出に応じて、該基地局装置の配下に該通信端末装置を置く手段と、
　を具備する、請求項７に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおける通信端末装置であっ
て、
　基地局装置から、干渉を起こしていることと干渉レベルとを示す制御情報を受信する手
段と、
　該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともに受信品質
情報を品質低下の方向に調整する手段と、
　を具備する通信端末装置。
【請求項１１】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおいて該基地局装置として
設けられるコンピュータを、第一の基地局装置の機能として、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別
情報と干渉レベルとを検出する手段と、
　隣接する全ての基地局装置に対し、該端末識別情報と該干渉レベルとを干渉情報として
送信する手段と、
　として機能させるとともに、第二の基地局装置の機能として、
　該干渉情報を受信し、該端末識別情報に基づいて該通信端末装置が該第二の基地局装置
の配下にあることを認識する手段と、
　該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送
信する手段と、
　として機能させるプログラム。
【請求項１２】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおいて該基地局装置として
設けられるコンピュータを、
　該基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別情報と
干渉レベルとを検出する手段と、
　該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送
信する手段と、
　隣接する全ての基地局装置に対し、該制御情報を該通信端末装置に送信した旨の変更情
報を送信する手段と、
　として機能させるプログラム。
【請求項１３】
　該コンピュータを、更に、
　該基地局装置に対し該通信端末装置が所定の基準以上に再度干渉してきたことを検出す
る手段と、
　該再度の干渉の検出に応じて、該基地局装置の配下に該通信端末装置を置く手段と、
　として機能させる、請求項１１に記載のプログラム。
【請求項１４】
　移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に
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応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信システムにおいて該通信端末装置とし
て設けられるコンピュータを、
　基地局装置から、干渉を起こしていることと干渉レベルとを示す制御情報を受信する手
段と、
　該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともに受信品質
情報を品質低下の方向に調整する手段と、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信における上り送信電力制御方法、並びに、その方法を実施するため
の通信端末装置（移動局装置）、基地局装置及び移動通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話システムでは、干渉の削減及び通信品質の安定化を目的として、通信端末装置
（以下、単に「端末」ともいう。）としての携帯電話機から基地局装置（以下、単に「基
地局」ともいう。）への送信電力を制御する上り送信電力制御が行われている。すなわち
、基地局は、端末から受信された信号から信号対干渉電力比を測定し、測定値が目標値よ
り大きければ端末に送信電力を下げるよう指示するコマンドを送信する一方、低ければ端
末に送信電力を下げるよう指示するコマンドを送信する。端末は、かかるコマンドを受信
して送信電力を制御する（例えば、下記特許文献１～４参照）。
【０００３】
　一方、近年においては、携帯電話のデータ通信用の新技術としてＨＳＤＰＡ（High Spe
ed Downlink Packet Access）と称される高速パケット通信規格が提供されている。この
技術の下では、伝送路の電波環境に応じて変調・符号化方式（modulation and coding sc
heme）ＭＣＳが動的に変化せしめられる。すなわち、端末は、パイロットチャネルの受信
品質を測定し、受信品質に対応したインデックスであるＣＱＩ（Channel Quality Indica
tor）を周期的に基地局に報告する。このＣＱＩの値に基づいて適切な変調方式及び符号
化率が選択される。
【０００４】
　ＨＳＤＰＡでは、変調方式として、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）
とＱＰＳＫ（Quadriphase Phase Shift Keying）との２種類が用意されている。１６ＱＡ
Ｍは、ＱＰＳＫの速度の２倍の速度で送信することができる反面、外乱によるエラーの発
生が多くなる。また、符号化率とは、情報ビット数とエラー訂正符号化後のビット数との
比をいい、符号化率８／９では、８ビットの情報ビットがエラー訂正符号化処理により９
ビットになる。したがって、符号化率が大きいほど、伝送速度は大きくなる一方、エラー
訂正能力は悪くなる。
【０００５】
　また、現在、セル間の干渉を考慮した上り送信電力制御方法として、各基地局が受信信
号の電力を測定して干渉情報を基地局間で交換し、下り送信信号を介して、自セル内端末
のうちセル端近くに位置する端末の上り送信電力を下げさせるという方法が検討されてい
る。
【０００６】
　しかし、前述したＨＳＤＰＡでは、ＣＱＩ値に基づいて伝送速度が決定される。伝送速
度が一定に維持された状態で、セル間干渉に基づく上り送信電力制御により上り送信電力
が下げられると、ノイズレベルが大きくなり、その分エラー率が高くなる。エラー率があ
まりに高くなると、データチャネルだけでなく制御チャネルもエラーとなるため、基地局
は、端末からの信号を正常に復調することができず、さらには端末を認識することができ
なくなる場合がある。そのため、セル端に位置する端末が実質的に「圏外」扱いとされる
可能性が高くなる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－０６０８４８号公報
【特許文献２】特開２００３－２４４０６９号公報
【特許文献３】特開２００６－２２２８４９号公報
【特許文献４】特許第２８３０９１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述した問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、移動局装置とし
ての通信端末装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に応じて変調及び符
号化の方式が選択される移動通信システムにおいて、エラー率の増大を招くことなく、セ
ル間の干渉を考慮してセル端近くに位置する通信端末装置の上り送信電力を下げさせるこ
とが可能な上り送信電力制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の一つの面によれば、移動局装置としての通信端末
装置から基地局装置へ周期的に報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が
選択される移動通信システムにおける上り送信電力制御方法であって、第一の基地局装置
が、該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識
別情報と干渉レベルとを検出するステップと、該第一の基地局装置が、隣接する全ての基
地局装置に対し、該端末識別情報と該干渉レベルとを干渉情報として送信するステップと
、第二の基地局装置が、該干渉情報を受信し、該端末識別情報に基づいて該通信端末装置
が該第二の基地局装置の配下にあることを認識するステップと、該第二の基地局装置が、
該通信端末装置に対し、干渉を起こしていることと該干渉レベルとを示す制御情報を送信
するステップと、該通信端末装置が、該制御情報を受信するステップと、該通信端末装置
が、該制御情報に示される該干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともに受信品
質情報を品質低下の方向に調整するステップと、を具備する上り送信電力制御方法が提供
される。
【００１０】
　また、本発明の他の面によれば、移動局装置としての通信端末装置から基地局装置へ周
期的に報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選択される移動通信シス
テムにおける上り送信電力制御方法であって、第一の基地局装置が、該第一の基地局装置
に対し所定の基準以上に干渉する通信端末装置についての端末識別情報と干渉レベルとを
検出するステップと、該第一の基地局装置が、該通信端末装置に対し、干渉を起こしてい
ることと該干渉レベルとを示す制御情報を送信するステップと、該通信端末装置が、該制
御情報を受信するステップと、該通信端末装置が、該制御情報に示される該干渉レベルに
応じて、送信電力を減少させるとともに受信品質情報を品質低下の方向に調整するステッ
プと、該第一の基地局装置が、隣接する全ての基地局装置に対し、該制御情報を該通信端
末装置に送信した旨の変更情報を送信するステップと、を具備する上り送信電力制御方法
が提供される。
【００１１】
　一つの好適な態様では、該第一の基地局装置が、該第一の基地局装置に対し該通信端末
装置が所定の基準以上に再度干渉してきたことを検出するステップと、該第一の基地局装
置が、該再度の干渉の検出に応じて、該第一の基地局装置の配下に該通信端末装置を置く
ステップと、を更に具備される。
【００１２】
　さらに、本発明によれば、上述の方法の実施に直接使用される通信端末装置、基地局装
置及び移動通信システムが提供される。
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【発明の効果】
【００１３】
　上述した上り送信電力制御方法によれば、セル間の干渉が検出されたとき、上り送信電
力が減少せしめられるとともに受信品質情報が品質低下の方向に調整されるため、エラー
率の増大を招くことなく、セル間の干渉を防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】受信品質情報ＣＱＩに応じて変調・符号化方式ＭＣＳを定義するテーブルを示す
図である。
【図２】セル間の干渉を考慮した上り送信電力制御方法及びその問題点について説明する
ための図である。
【図３】変調・符号化方式ＭＣＳをパラメータとしてブロックエラー率ＢＬＥＲとシンボ
ル電力対干渉電力比ＥS／Ｉ0との関係を示す図である。
【図４】本発明の第一実施形態に係る移動通信システム及び上り送信電力制御方法につい
て説明するための図である。
【図５】携帯電話機の概略構成を示す図である。
【図６】基地局装置の概略構成を示す図である。
【図７】第一実施形態における基地局Ａ、基地局Ｂ及び端末の動作を示すシーケンス図で
ある。
【図８】干渉の検出について説明するための図である。
【図９】変調・符号化方式ＭＣＳをパラメータとしてブロックエラー率ＢＬＥＲとシンボ
ル電力対干渉電力比ＥS／Ｉ0との関係を示す図であって、本発明による上り送信電力制御
方法における効果を説明する図である。
【図１０】本発明の第二実施形態に係る移動通信システム及び上り送信電力制御方法につ
いて説明するための図である。
【図１１】第二実施形態における基地局Ａ、基地局Ｂ及び端末の動作を示すシーケンス図
である。
【図１２】第一又は第二実施形態における動作の後に行われる本発明の第三実施形態に係
る制御について説明するための図である。
【図１３】第三実施形態における基地局Ｂの動作を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　最初に、端末から基地局へ周期的に報告される受信品質情報ＣＱＩに応じて変調・符号
化方式ＭＣＳが選択される移動通信システムにおけるセル間の干渉、その干渉を考慮した
関連技術としての上り送信電力制御、及びその制御の問題点について、図１、図２及び図
３を参照して説明する。
【００１６】
　受信品質情報ＣＱＩに応じて変調・符号化方式ＭＣＳを定義するＣＱＩテーブルとして
、図１に示されるテーブルが用意されていると仮定する。このテーブルは、ＣＱＩのイン
デックス“１”～“３０”に対してＭＣＳのインデックス“１”～“５”を対応付ける。
【００１７】
　そして、図２（Ａ）に示されるように、基地局Ａ（符号２００）のセル２０２に位置す
る端末２２０がセル２０２の端部に移動して、隣接する基地局Ｂ（符号２１０）に対して
矢印２２２で示されるように干渉してきた場合を想定する。基地局Ａに属する端末２２０
が基地局Ｂに対して干渉するため、基地局Ｂは、基地局Ａを含む周囲の隣接する基地局に
対し、矢印２１２で示されるように、端末２２０が干渉してきている旨の通知をする。
【００１８】
　その通知を受けて、端末２２０を支配下に置く基地局Ａは、矢印２０４に示されるよう
に、端末２２０に対し、上り送信電力を下げるように通知する。端末２２０の現在のＣＱ
Ｉ値が“５”であると仮定すると、ＣＱＩ値“５”に対応する変調・符号化方式ＭＣＳの
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インデックス“５”が維持された状態で、送信電力が低下することとなる。
【００１９】
　ここで、変調・符号化方式ＭＣＳをパラメータとしてブロックエラー率ＢＬＥＲとシン
ボル電力対干渉電力比ＥS／Ｉ0との関係が図３に示される関係にあるとする。送信電力の
低下により、端末２２０は、図３の符号３００に示される動作点から、符号３０２に示さ
れる動作点に移行する。すなわち、ブロックエラー率ＢＬＥＲが高くなる。その結果、前
述のごとく、図２（Ｂ）に示されるように、端末２２０が実質的に「圏外」扱いとされる
可能性が高くなる。
【００２０】
　以下、上述の問題点を考慮した本発明の実施形態について説明する。図４は、本発明の
第一実施形態に係る移動通信システム及び上り送信電力制御方法について説明するための
図である。同図において、符号４００は基地局Ａ、符号４１０は基地局Ｂ、符号４２０、
４３０及び４３２は移動局装置を構成する通信端末装置としての携帯電話機を示す。
【００２１】
　なお、携帯電話機の概略構成が図５に例示される。同図において、符号５０２はアンテ
ナ、符号５０４は送受信部、符号５０６はベースバンド信号処理部、符号５０８は制御部
、符号５１０はスピーカ／マイク部、符号５１２はキー入力部、符号５１４は表示部、を
それぞれ示す。ここで、ベースバンド信号処理部５０６は、変調、復調、無線通信制御、
音声処理、画像処理、マルチメディアインタフェース処理、等を実行する。また、制御部
５０８は、通信プロトコル処理、アプリケーション処理、等を実行する。
【００２２】
　また、基地局の概略構成が図６に例示される。同図において、符号６０２はアンテナ、
符号６０４は送受信信号を増幅する送受信部、符号６０６は変調、復調、無線通信制御等
を行うベースバンド信号処理部、符号６０８は有線伝送路とのインタフェースである伝送
路インタフェース部、符号６０８は装置全体の制御を行う制御部、をそれぞれ示す。
【００２３】
　図７は、第一実施形態における基地局Ａ（符号４００）、基地局Ｂ（符号４１０）及び
端末４２０の動作を示すシーケンス図である。図４及び図７により、第一実施形態におけ
る上り送信電力制御について説明する。図４（Ａ）に示されるように、基地局Ａのセル４
０２に位置する端末４２０がセル４０２の端部に移動して、隣接する基地局Ｂに対して矢
印４２２で示されるように干渉してきた場合、基地局Ｂはその干渉を検出する（ステップ
７００）。なお、かかる干渉の検出は、図８に示されるように、各端末からの受信電力を
測定し、自基地局の配下にない端末からの受信電力の平均値が所定の基準値を超えた場合
に干渉と判定することによって行われる。
【００２４】
　次いで、基地局Ｂは、図４（Ａ）の矢印４１２で示されるように、基地局Ａを含む隣接
する全ての基地局に対し、端末４２０の識別情報（ＩＤ）と干渉レベルとを干渉情報とし
て送信する（ステップ７０２）。なお、干渉レベルは、例えば、“受信電力平均値－基準
値”として算出される。
【００２５】
　基地局Ａは、当該干渉情報を受信し、その端末識別情報が自己の配下にある端末４２０
を示していることを認識する（ステップ７１０）。次いで、基地局Ａは、図４（Ａ）の矢
印４０４に示されるように、端末４２０に対し、制御情報を送信する（ステップ７１２）
。この制御情報は、干渉を起こしていることを示す干渉フラグと、基地局Ｂから報告され
た干渉レベルと、からなる。なお、この制御情報は、端末４２０宛の制御チャネル若しく
はデータチャネルを介して送信され、又は単体の信号として送信される。
【００２６】
　そして、端末４２０は、基地局Ａからの当該制御情報を受信する（ステップ７２０）。
端末４２０は、干渉フラグに基づいて干渉を起こしていることを認識し、制御情報に含ま
れる干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともにＣＱＩ値を品質低下の方向に調
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整する（ステップ７２２）。また、基地局Ａは、基地局Ｂを含む隣接する全ての基地局に
対し、端末４２０宛に当該制御情報を送信した旨の変更情報を送信し（ステップ７１４）
、図４（Ｂ）の矢印４０６に示されるように、基地局Ｂとの間で端末４２０に関する情報
を共有する。
【００２７】
　図４（Ａ）及び（Ｂ）に示される例では、端末４２０は、ＣＱＩ値を“５”から“３”
に下げるように制御される。すると、図１に示されるＣＱＩテーブルに定義されるように
、変調・符号化方式ＭＣＳのインデックスも“５”から“３”へと変更される。
【００２８】
　図９は、図３と同様に、変調・符号化方式ＭＣＳをパラメータとしてブロックエラー率
ＢＬＥＲとシンボル電力対干渉電力比ＥS／Ｉ0との関係を示す図である。図２に示される
上り送信電力制御によれば、前述したように、動作点は、３００から３０２へと変化し、
エラー率が高くなる。しかし、図４及び図７に示される上り送信電力制御によれば、動作
点は、３００から９００へと変化し、エラー率を高くすることなく、送信電力を下げるこ
とができる。
【００２９】
　かくして、図４（Ｂ）において、矢印４２４で示される、端末４２０から基地局Ｂへの
干渉波が弱められるとともに、矢印４２８で示される、端末４２０から基地局Ａへの送信
波についても、エラー率が高くなることが防止される。
【００３０】
　図２に示される制御では、セル端で隣の基地局のセルと重なる箇所にある端末は、送信
電力を下げられる上に、それに対する救済措置がないため、結果的にセルが重なる箇所は
「圏外」扱いとなる可能性が高い。一方、前述の第一実施形態における制御によれば、そ
のようなリスクに対してＣＱＩを下げるという救済措置が取られるため、基地局のセルの
範囲内であれば、基本的に「圏外」は発生しない。
【００３１】
　図１０は、本発明の第二実施形態に係る移動通信システム及び上り送信電力制御方法に
ついて説明するための図であり、図１１は、第二実施形態における基地局Ａ、基地局Ｂ及
び端末の動作を示すシーケンス図である。図１０において、符号１０００は基地局Ａ、符
号１０１０は基地局Ｂ、符号１０２０、１０３０及び１０３２は移動局装置を構成する通
信端末装置としての携帯電話機を示す。
【００３２】
　前述の第一実施形態では、端末から干渉を受けた基地局Ｂからの連絡を受けて、当該端
末を配下に置く基地局Ａが、当該端末に制御情報を送信するが、この第二実施形態では、
端末から干渉を受けた基地局Ｂが、当該端末に直接制御情報を送信する。その際、当該端
末を配下に置く基地局Ａが、ＣＱＩ値の変更を知らずに以前のＣＱＩ値の認識のまま、送
信電力を下げられた当該端末から送信信号を受信すると、エラーと認識してしまうため、
基地局Ｂは、基地局Ａを含む周囲の基地局に対し、当該端末の設定を変更させた旨の変更
情報を送信する。
【００３３】
　まず、図１０（Ａ）に示されるように、基地局Ａのセル１００２に位置する端末１０２
０がセル１００２の端部に移動して、隣接する基地局Ｂに対して矢印１０２２で示される
ように干渉してきた場合、基地局Ｂはその干渉を検出する（ステップ１１００）。次いで
、基地局Ｂは、図１０（Ａ）の矢印１０１２に示されるように、端末１０２０に対し、制
御情報を送信する（ステップ１１０２）。この制御情報は、第一実施形態の場合と同様の
干渉フラグと干渉レベルとからなる。
【００３４】
　端末１０２０は、基地局Ｂからの当該制御情報を受信する（ステップ１１２０）。次い
で、端末１０２０は、干渉フラグに基づいて干渉を起こしていることを認識し、制御情報
に含まれる干渉レベルに応じて、送信電力を減少させるとともにＣＱＩ値を品質低下の方
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向に調整する（ステップ１１２２）。図１０（Ａ）及び（Ｂ）に示される例では、端末１
０２０は、ＣＱＩ値を“５”から“３”に下げるように制御される。
【００３５】
　また、基地局Ｂは、図１０（Ｂ）の矢印１０１４に示されるように、基地局Ａを含む隣
接する全ての基地局に対し、端末１０２０宛に当該制御情報を送信した旨の変更情報を送
信する（ステップ１１０４）。基地局Ａは、当該変更情報を受信し、自己の配下にある端
末１０２０のＣＱＩ値が変更されたことを認識する（ステップ１１１０）。上述の第二実
施形態においても、第一実施形態による効果と同一の効果が得られる。
【００３６】
　図１２は、前述の第一又は第二実施形態における動作の後に行われる本発明の第三実施
形態に係る制御について説明するための図であり、図１３は、第三実施形態における基地
局Ｂの動作を示すシーケンス図である。図１２において、符号１２００は基地局Ａ、符号
１２１０は基地局Ｂ、符号１２２０は移動局装置を構成する通信端末装置としての携帯電
話機を示す。
【００３７】
　この第三実施形態では、基地局Ｂが干渉を検出したことに基づいて端末が送信電力を下
げた状態から、更に当該端末が基地局Ｂ方面に移動したことにより、基地局Ｂが当該端末
による再度の干渉を検出した場合、基地局Ｂは、当該端末のセルを切り替えて当該端末を
基地局Ｂの支配下に置くための処理を行う。
【００３８】
　まず、図１２（Ａ）に示されるように、基地局Ｂが干渉を検出したことに基づいて端末
１２２０が送信電力を下げた状態、すなわちＣＱＩ値“３”の状態にあったとする。その
状態から、端末１２２０が、図１２（Ｂ）に示されるように、更に基地局Ｂ方面に移動し
たことにより、基地局Ｂは端末１２２０による再度の干渉を検出する（図１３のステップ
１３００）。
【００３９】
　基地局Ｂは、基地局Ｂの干渉検出に基づき端末１２２０が送信電力を下げたことを記録
しており、それにもかかわらず端末１２２０が再び干渉してきたことから、すなわち、端
末１２２０が送信電力低減後の再干渉を起こしたことから、完全に基地局Ｂのセルに入っ
てきたことを認識する。そして、図１２（Ｃ）に示されるように、基地局Ｂは、端末１２
２０を基地局Ｂの配下に置き（ステップ１３０２）、基地局Ａを含む隣接する全ての基地
局に対し、端末１２２０を基地局Ｂの配下に置いた旨を通知する（ステップ１３０４）。
【００４０】
　従来のハンドオーバでは、端末の移動、現基地局との接続切断、他基地局への接続要求
、次基地局の配下に入る、といった手順が取られ、セル端部に端末が移動して、回線が切
断されてから、次の基地局の配下になるまで、２段階の処理が必要となる。一方、上述の
第三実施形態では、端末が移動して現基地局から接続を切られた時点で既に次基地局の配
下に入っている。
【符号の説明】
【００４１】
　２００，４００，１０００，１２００　　基地局装置Ａ
　２１０，４１０，１０１０，１２１０　　基地局装置Ｂ
　２２０，４２０，１０２０，１２２０　　通信端末装置
　５０２　　アンテナ
　５０４　　送受信部
　５０６　　ベースバンド信号処理部
　５０８　　制御部
　５１０　　スピーカ／マイク部
　５１２　　キー入力部
　５１４　　表示部
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　６０２　　アンテナ
　６０４　　送受信部
　６０６　　ベースバンド信号処理部
　６０８　　伝送路インタフェース部
　６０８　　制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月25日(2012.12.25)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置から基地局装置へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選
択される無線通信システムにおける上り送信電力制御方法であって、
　端末装置が、上り送信電力の制御情報を基地局装置から受信するステップと、
　端末装置が、前記受信した制御情報に基づいて上り送信電力を減少させるとともに、受
信品質情報を送信するステップと、
　を具備する上り送信電力制御方法。
【請求項２】
　基地局装置が、所定の基準以上に干渉する端末装置を検出するステップと、
　基地局装置が、該端末装置に対し、上り送信電力を減少させることを示す制御情報を送
信するステップと、
　を更に有する、請求項１に記載の上り送信電力制御方法。
【請求項３】
　端末装置から基地局へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選択さ
れる無線通信システムであって、
第一の基地局装置が、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する端末装置を検出する手段と、
　隣接する基地局装置に対し、該端末装置の上り送信電力を減少させるための情報を送信
する手段と、
　を具備し、
第二の基地局装置が、
　前記第一の基地局装置からの該端末装置の上り送信電力を減少させるための情報を受信
する手段と、
　該端末装置に対し、上り送信電力を減少させる制御情報を送信する手段と、
　を具備し、該端末装置が、
　該制御情報を受信する手段と、
　該制御情報に基づいて送信電力を減少させるとともに受信品質情報を送信する手段と、
　を具備する無線通信システム。
【請求項４】
　端末装置から基地局装置へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選
択される無線通信システムにおける基地局装置であって、
第一の基地局装置として、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する端末装置を検出する手段と、
　隣接する基地局装置に対し、該端末装置の上り送信電力を減少させるための情報を送信
する手段と、
　を具備し、
第ニの基地局装置として、
　前記第一の基地局装置からの該端末装置の上り送信電力を減少させるための情報を受信
する手段と、
　該端末装置に対し、上り送信電力を減少させる制御情報を送信する手段と、
　前記制御情報を送信した後に、該端末装置から受信品質情報を受信する手段と、
　前記端末装置から受信した受信品質情報に基づいて変調及び符号化の方式を選択する手
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段と、
　を具備する基地局装置。
【請求項５】
　端末装置から基地局装置へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選
択される無線通信システムにおける基地局装置であって、
　該基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する端末装置を検出する手段と、
　該端末装置に対し上り送信電力を減少させる制御情報を送信するとともに該端末装置か
ら受信品質情報を受信する手段と、
　隣接する基地局装置に対し、該制御情報を該端末装置に送信した旨の変更情報を送信す
る手段と、
　を具備する基地局装置。
【請求項６】
　端末装置から基地局装置へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選
択される無線通信システムにおける端末装置であって、
　基地局装置から、上り送信電力を減少させることを示す制御情報を受信する手段と、
　該制御情報に基づいて上り送信電力を減少させるとともに受信品質情報を送信する手段
と、
　を具備する端末装置。
【請求項７】
　端末装置から基地局装置へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選
択される無線通信システムにおける該基地局装置として設けられるコンピュータを、
第一の基地局装置の機能として、
　該第一の基地局装置に対し所定の基準以上に干渉する端末装置を検出する手段と、
　隣接する基地局装置に対し、該端末装置の上り送信電力を減少させるための情報を送信
する手段と、
　として機能させるとともに、
第ニの基地局装置の機能として、
　前記第一の基地局装置からの該端末装置の上り送信電力を減少させるための情報を受信
する手段と、
　該端末装置に対し、上り送信電力を減少させる制御情報を送信する手段と、
　として機能させるプログラム。
【請求項８】
　端末装置から基地局装置へ報告される受信品質情報に応じて変調及び符号化の方式が選
択される無線通信システムにおいて該端末装置として設けられるコンピュータを、
　基地局装置から、上り送信電力を減少させることを示す制御情報を受信する手段と、
　該制御情報に基づいて上り送信電力を減少させるとともに受信品質情報を送信する手段
と、
　として機能させるプログラム。
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